
心神喪失者等医療観察法の施行について   



厚生労働省  

17．7．19現在  

【医療観察法の施行】  

○一卿 去律の施行 平成17年7月15日施行  
医療観察法に関する政省令は次のとおり（平成17年7月15日施行）  

りb神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律の施行期日を定める政令（平成17年政令第232号）   

・心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成17年政令第233号）  

り♭神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律施行規則（平成17年法務省令・厚生労働省令第2号）  

りむ神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律に基づく指定医療機関等に関する省令（厚生労働省令  
第117号）  

りむ神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律第百三条第一項及び心神喪失等の状態で重大な他害  
行為を行った者の医療及び観察等に関する法律施行令第十五条の規定により地方厚生局長に委任する権限を定める省令  

【新たな処遇決定手続の創設】  

神保健判定医名簿・精神保健 参与員候補者名簿の提出  
処遇事件毎に精神保健審判員等を選任するために必要となる名簿を最高裁及び各地裁に対し提出済み  

○ 鑑定入院を引き受ける医療機関リストの提出  

施行に際して必要な医療機関のリストについては所管である法務省及び最高裁に対し提出済み  

【対象者の処遇施設の整備】  

○ 指定入院医療機関の確保（別紙1）  

・国立精神・神経センター武蔵病院について17年7月15日付けで指定入院医療機関として指定  

・国関係では現計画8か所以外に追加を調整中、都道府県関係では1か所が計画中   

機関の確保（別紙2）  

施行に際して必要な医療機関数は確保したが、今後も確保が遅れている都道府県は個別に対応  

・指定数216病院   

○ 入院している者に対する行動制限等に関する基準  

行動制限の内容や処遇についての基準を精神保健福祉法と同様の内容で告示済み  

の実施に向けた準備  

処遇改善請求に対する審査を行うため、社会保障審言義会に「医療観察法部会（仮称）」を設置予定  

【退院後の体制の確立】  

○ 地域における連携体制の確保  

全都道府県から、保護観察所と都道府県が共同して作成する地域における運用の細則が提出された  
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